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今
春
の
卒
業
生
の
進
路

状
況
に
つ
い
て
は
、
本
紙
第

三
号
で
も
報
告
し
た
と
お

り
だ
が
、
お
茶
の
水
大
学
、

東
北
大
学
、
筑
波
大
学
、
東

京
外
語
大
学
、
群
馬
大
学
医

学
部
医
学
科
等
、
国
公
立
大

学
合
格
は
過
去
最
高
の
実

績
を
残
し
た
。
セ
ン
タ
ー
試

験
の
科
目
数
が
五
教
科
五

科
目
か
ら
五
教
科
七
科
目

へ
と
大
幅
に
増
加
し
受
験

生
の
負
担
が
増
し
た
が
、
過

去
最
高
の
合
格
者
を
記
録

し
た
。
そ
の
要
因
の
一
つ

は
、
「
授
業
を
し
っ
か
り
と

理
解
す
る
こ
と
を
中
心
と 

平
成
一
六
年 

進

路

結

果

                   

昨
年
度
一
年
間 

、明
石
塾
に
参
加
し 

て
い
た
二
年
六

組
の
片
野
直
子
さ
ん
が
、こ
の
春
無
事
に

活
動
を
終
了
し
た
。英
語
に
よ
る
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
訓
練
を

積
み
重
ね
、マ
レ
ー
シ
ア
で
の
九
日
間
の

研
修
な
ど
中
身
の
濃
い
内
容
に
積
極
的

に
参
加
し
た
直
子
さ
ん
。明
石
康
塾
長
か

ら
の
「
目
標
を 

も
っ
て
」
の
言 

葉
を
胸
に
、
視 

野
を
広
く
し
、 

様
々
な
個
性
を 

も
っ
た
人
の
存 

在
を
自
然
に
受 

け
入
れ
ら
れ
る 

よ
う
に
な
っ
た 

と
語
っ
て
い
る
。 

 

                  
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     
 
  
  
   
    １年生による入場行進 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　大　学 　短　大 専修・各種　就　職 進学努力者　その他 　合　計
 H１６．３卒 115 33 67 8 10 1 234
 H１５．３卒 124 40 79 12 12 3 270
 H１４．３卒 141 32 71 7 8 7 265  

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  左が片野さん（マレーシアで） 
                                                                               
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
月
十
四
日
（
金
）
、
文
字
通
り

の
五
月
晴
れ
と
な
っ
た
こ
の
日
か

ら
、
群
馬
県
高
校
総
合
体
育
大
会
が

始
ま
っ
た
。
三
年
生
に
と
っ
て
は
沼

女
で
の
部
活
動
の
総
括
と
な
る
大

会
で
あ
り
、
ま
た
、
新
入
生
に
と
っ

て
は
入
学
後
初
め
て
の
県
レ
ベ
ル

の
大
会
で
あ
る
。
県
営
競
技
場
で
行

わ
れ
た
開
会
式
に
は
本
校
か
ら
は

百
四
十
二
名
の
一
年
生
が
参
加
し
、

堂
々
と
し
た
入
場
行
進
を
見
せ
て

く
れ
た
。 

 

主
な
競
技
結
果
は
以
下
の
通
り
。 

●
空
手
道
部 

団
体
組
手
三
位
（
関
東
大
会
へ
） 

個
人
組
手
ベ
ス
ト
１６ 

小
野
里
枝
・
宿
谷
理
恵 

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

 

ベ
ス
ト
１６ 

●
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 

二
回
戦 

高
女
８７
―
沼
女
２４ 

●
テ
ニ
ス
部 

団
体
ベ
ス
ト
１６ 

 

個
人 

萩
原
・
堀
（
Ｄ
３２
） 

 

萩
原
・
堀
・
高
井
（
Ｓ
６４
） 

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部 

団
体
ベ
ス
ト
１６ 

個
人 

栗
原
・
杉
島
（
６４
） 

●
体
操
部 

規
定
演
技
五
位
、
自
由
演
技
五

位
、
総
合
五
位 

●
山
岳
部 

一
部
二
位
（
関
東
大

会
へ
）
二
部
優
秀
校 

●
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部 

団
体
三
位 

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部 

ベ
ス
ト
１６ 

  
 

①
目
標
設
定
の
重
要
性
と
学
習
方

法
を
学
び
、
高
校
生
活
へ
の
展
望
を

見
出
だ
す
。
②
沼
女
の
生
活
・
諸
活

動
の
在
り
方
を
研
修
し
、
各
Ｈ
Ｒ
の

発
展
と
自
覚
の
形
成
。
③
集
団
生
活

に
お
け
る
各
自
の
役
割
を
認
識
し
、

親
睦
を
深
め
協
力
体
制
の
形
成
。 

日
程
は
十
三
日
八
時
二
十
分
沼

田
公
園
で
出
発
式
を
行
い
、
ク
ラ
ス

毎
に
別
れ
、
横
浜
少
年
自
然
の
家
ま

で
の
十
三
キ
ロ
の
道
程
を
励
ま
し

合
い
な
が
ら
完
歩
し
た
。
昼
食
後
入

所
式
を
行
い
、
生
徒
会
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
、
進
路
指
導
主
事
か
ら
の

講
話
、
教
科
別
研
修
会
を
実
施
。
夕

食
後
は
各
自
の
決
意
を
作
文
に
記

し
た
。
翌
十
四
日
は
朝
の
集
い
、
朝

食
後
、
生
徒
指
導
主
事
講
話
。
体
育

館
で
の
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
で
盛
り

上
が
っ
た
後
、
昼
食
。
午
後
は
清
掃

後
に
校
長
講
話
を
戴
き
、
退
所
式
後

バ
ス
に
分
乗
し
帰
校
し
た
。
一
学
年

の
今
後
の
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ

れ
る
意
欲
溢
れ
る
研
修
だ
っ
た
。 
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四
月
か
ら
二
年
生

が
取
り
組
ん
で
き
た

現
代
文
の
教
材
は
中

島
敦
の
『
山
月
記
』
で 

あ
る
。
虎
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
李
徴
の
「
臆
病

な
自
尊
心
と
尊
大
な

羞
恥
心
」
に
つ
い
て
自 

ら
の
経
験
す
る
具
体
例
に
置
き
換

え
て
一
生
懸
命
理
解
し
よ
う
と
す

る
姿
が
み
ら
れ
る
。
中
間
考
査
の
範

囲
と
し
て
は
頭
を
悩
ま
せ
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
自
分
の

も
っ
て
生
ま
れ
た
才
能
に
増
し
て
、

力
を
磨
き
続
け
る
努
力
が
い
か
に

人
間
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
か
、
一

生
心
に
残
っ
て
い
く
勉
強
に
な
る

で
あ
ろ
う
。
六
月
か
ら
は
清
岡
卓
行

の
「
ミ
ロ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」
で
評
論

文
に
挑
戦
し
て
い
く
。 

 

 

●
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部 

個
人
エ
ペ
優
勝 

東
え
り
な
（
３

年
）、
フ
ル
ー
レ
四
位 

大
畠
早
紀

（
３
年
・
関
東
大
会
へ
） 

団
体
２
位
（
関
東
大
会
へ
） 

●
卓
球
部 

団
体
一
回
戦 

太
東
３
―
０
沼
女 

●
陸
上
部 

４
０
０
Ｍ
八
位
石
橋
裕
子
（
３

年
）
、
８
０
０
Ｍ
優
勝
石
橋
裕
子

（
関
東
大
会
へ
） 

●
ス
キ
ー
部 

大
回
転 
一
位
戸
丸
さ
お
り
（
卒
） 

二
位
萩
原
南
（
二
年
） 

回
転 

一
位
萩
原
南 

三
位
吉
野

あ
ゆ
み
（
卒
） 

学
校
対
抗
女
子
総
合
一
位 

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
同
好
会 

団
体
二
回
戦 

渋
女
２
―
０
沼
女 

 

以
上
の
よ
う
に
、
空
手
・
山
岳
・

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
陸
上
の
四
競
技
が

関
東
大
会
へ
進
出
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。 

 

し
た
姿
勢
で
受
験
日
ま
で
ね
ば
り
強

く
、
ま
た
落
ち
着
い
て
学
習
し
た
こ

と
」
に
あ
る
。
公
務
員
は
こ
こ
数
年
厳

し
い
状
況
が
続
い
た
が
五
名
が
合
格

し
、
前
年
の
二
名
か
ら
躍
進
し
た
。 

熱心に課題に取り組む１年生 

第
一
学
年
全
員
（
二
百
四
十
名
）
を

対
象
と
す
る
恒
例
の
赤
城
宿
泊
研
修

が
、
今
年
も
四
月
十
三
日
十
四
日
の
両

日
、
横
浜
少
年
自
然
の
家
を
研
修
場
所

に
開
催
さ
れ
た
。
研
修
の
目
的
と
す
る

と
こ
ろ
は
以
下
の
三
点
で
あ
る
。 

一
学
年
赤
城
宿
泊
研
修 

明
石
塾
終
了 

  

片
野
直
子
さ
ん 

  
新聞紙面で活躍した沼女生 

 
★「弥生の茶会」先生を招待 
   茶道部片野絵理部長【4/1たにがわ】 
★高校文化サークル紹介  
   新聞部寺田有希部長【4/7上毛】 
★スキー部丸沼杯スラローム 
  関口沙夜香健闘７位【4/21上毛】 
★片品水芭蕉まつりで声楽部【4/25上毛】 
★交通安全教室、車の内輪差学ぶ【4/27上毛】 
★女子 800Ｍ石橋裕子執念の優勝【5/23上毛】 
 

 

６・７月の主な行事予定 
6/ 2 スポーツテスト 
6/11 公開授業・ＰＴＡ進路 

講演会 
6/15 コーラスコンクール 
7/ 1 ～7/ 6      期末考査 
7/ 7          立会演説会 
7/20～21       球技大会 
 
 

                 
今今日日のの黒黒板板 

 


